



























出したりしている 4。また、その前後の時期である明治 4（1871）年には、50 人余りの人々
が竹嶋（欝陵島）「ニ渡リ鮑烏賊ヲ漁シ」たと記録されている 5。その後にも断続的にでは
あるが、日本人がしばしば伐木や漁猟を目的としてそこに渡航していたことが判明してお






























ms_00209_0034、2011 年 1 月 6 日アクセス。また、森須和男「天保竹嶋一件裁決後の鬱陵島と日本
人（二）」（第 4回竹島／独島研究会：2010 年 12 月 11 日における報告レジュメ）。
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20 世紀初頭の欝陵島社会
















７　「韓国欝陵島事情」外務省通商局編纂『通商彙纂』第 234 号、元眞社、明治 35 年 10 月 16 日、




８　農商工部水産局編纂『韓国水産誌第 2 輯』龍山印刷局、1910 年、712 頁。














2009 年 9 月 15 日（未刊行）］など、いくつかの研究は欝陵島及びその生活者そのものを対象として
いるが、特定の領域・分野のみを論述しているという憾みがある。




















外務省通商局編纂『通商彙纂』明治 38 年第 50 号、博文館、明治 38 年 9月3日、「韓国欝凌島事情」
外務省通商局編纂『通商彙纂』明治 39 年第 2 号、博文館、明治 39 年 1月13日、「欝陵島ニ於ケル











年までの約 65 年間余、毎年 2月〜 7月ころの時期を選び、数か月間欝陵島に滞留しながら採取・
漁撈活動を行った。池内敏「17-19 世紀鬱陵島海域の生業と交流」『歴史学研究』第 756 号、2001












































































　欝陵島開拓事業に伴う朝鮮人の入居の始まりからほぼ 20 年を経た明治 35（1902）年頃、





















































































半島本土間の交通はなく、従って朝鮮人は 1年間に 2、3 度和船を雇い、蔚山や釜山へ大
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大豆 5升に対し、韓銭 80 文であった。但し、日本人が朝鮮人より物品を購買あるいは大














たとえば、ある資料は全島に 14 頭の飼養牛があるのみで、馬は 1頭もいないと記載して
いるのに対して、別のある資料は全島に牛が耕作用に 5,000 頭、馬は 1頭もなく、食用と
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は小廻船及び漁船 40 隻余が製造された 64。また、明治 42（1909）年末現在、漁船は朝鮮人
所有の帆船が 30 隻、採藻に使用する小舟が 200 隻、日本人所有の普通漁船が 120 隻、合






るにしても 4、5日を経て帰島した 67。また、明治 37（1904）年頃には、「ランコ島」（現在
の竹島）に棲息する、「トド」と称する海獣（ニホンアシカ）を捕獲する事業が「欝陵島民」
により始められた 68。これに従事する島民は 30人ほどおり、4月から 9月に至る 6か月間、
猟手及び水夫など約 10 人が 1 組となって漁船 1隻に乗り込み、1日平均約 5頭を捕獲し
た69。これについても、「欝陵島民」（出漁者）が在住日本人であったと即断はできない。だが、
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　本稿は、財団法人福武学術文化振興財団平成 21 年度「歴史学・地理学助成」による研
究成果の一部である。
キーワード　欝陵島（鬱陵島）、日韓関係史、日本海（東海）、通商彙纂、竹島（独島）
（FUKUHARAYuji）
